


    
    


    




        [image: ]








        ここは、ある地方の港街。昔栄えた産業はすっかり寂れ、今の主要産業は観光だけと言う、どこにでも在る古くて小さな街だ。

雪も融け季節は春と言っても、北国の海風は強く冷たい。三嶋紗和子は、その冷たい風から身を守ろうと、春物のコートの前でしっかり腕を組んで、石畳の歩道を早足で歩いていた。春物にするのはまだ早かった。ロングブーツを履いてきたのは良かったけれど、スカートは止めてパンツにすれば良かったと心の中で小さく後悔した。

良く晴れた金曜の午後、観光客で賑わう船着場と市場を通り過ぎて海沿いにしばらく歩くと、寂れた古いビルが立ち並ぶ一角が見えてきた。その中に、ひと際古い石造りの建物が在る。

戦前に建てられた濃い灰色の石造りの三階建てで、一階のテナントは空き家になって数年経つようだ。
以前は何かの店舗だったらしいが、埃で真っ白になったショー・ウィンドウを覗くと、ガランとした四角い部屋に事務用の机がポツンと一つ残されていて、海からかすかに聞こえるカモメの鳴き声と、街の寂れ具合と相まって、この古いビルの外観は相当もの淋しい様子だった。

ショー・ウィンドウの左脇にガラスを嵌めた木製のドアが有り、その重たいドアを引いて中に入ると、右の空き店舗は人が入らないよう錆びたシャッターが下りていた。真正面には階段が有るが、これも石造りで古く、手すりは重厚な木で出来ていて、端の方が巻貝の様な渦巻きにに装飾されている。
紗和子は、その艶やかで幅のある木の手すりを撫でた。もし子供の頃にここへ来ていたなら、この手すりを滑り台代わりにして遊んだ事だろう。

長い年月を経て、真ん中辺りがすり減った石の階段を上ってニ階に行くと、細くて暗い廊下の左右にドアが一つずつ有った。ドアの上にそれぞれ小さな看板が吊るされていて、地元の会社が事務所として使っているようだ。

階段に戻って三階まで上がると、ニ階と同じ作りで廊下の左右に、やはりドアが一つずつ有る。
ただ、この階の左側のドアには転居した旨を記した紙が貼られていた。これも数年経っているらしく、すっかり変色して文字も消えかけている。

もう剥がしてもいいんじゃないの、これ。
紗和子は、その事務用品会社の転居先を目を凝らして読みながら胸の内で思った。
そして、小さく深呼吸してクルリともう一方のドアに向き直った。







        建物の内部の壁や、他のテナントのドアは、薄いグリーンのようなクリーム色のような、事務所向きの冴えない色のペンキが塗られているのに、ここのドアは場違いな深紅色に塗られている。ドアノブは金色のピカピカな真鍮製のものに取り替えられていて、ここの持ち主のこだわりが表れているようだ。

看板は出ていない。サイトも広告も出ていない。紗和子も人からの又聞きで、ここの場所と連絡先を知ったのだ。
本当に困った時には、ここへ行くと良いと。本当に困るほどの事でなければ追い返されるけど、それでも良ければと…。
腕時計で時間を確認すると、予約した一時丁度だった。もう一度呼吸を整え、小さく二度ノックして、その真紅のドアを開けた。

失礼します、と声を掛けて中に入ると、窓際に立っていた黒っぽいスーツを着た若い男性が振り向いた。
スラリと背の高い、細身で綺麗な人だった。男性を綺麗と言うのもどうかと思うが、イケメンとかハンサムと言うよりも、端正な顔立ちの人と言う方がしっくりくるような男だ。少し長めの黒髪に白い肌。目は切れ長ではっきりしている。上品で落ち着いた優しい表情だが、捕らえ所のない浮世離れした雰囲気を体全体に纏っていた。

彼が静かに三嶋紗和子さんですねと尋ねたので、紗和子は、はい、と答えてコートを脱ごうとした。
「ああ、そのままの方がいいですよ。この部屋、寒いんです。暖房があまり効かなくて」
彼はそう言って部屋の真ん中に有るソファに座るよう、手で促した。

十畳ほどの部屋の中は、古風なホテルの洋間に似て、凝ったアンティークの家具や照明で飾られている。窓に背を向ける様に置かれたデスクも重厚な造りだし、今紗和子が座っているソファもゴブラン織りの凝ったデザインだ。あちこち擦り切れているが、それも又良い味わいになっている。
共布で作られた大きなクッションが二つ脇に置かれていて、小柄な紗和子ならここでゆったり寝そべる事が出来るくらい大きい。部屋の向こうに、すりガラスを嵌めた衝立が目隠しに置かれているが、その奥にも部屋があるようだった。

紗和子が頭上に吊り下げられた埃の積もったシャンデリアを眺めていると、彼がデスク脇に設置してある給茶器から紙コップにお茶を汲み、黒光りする楕円のコーヒー・テーブルにそっと置いた。
「ほうじ茶しかないもので」
「あ、ありがとうございます。頂きます」







        この明治の洋館のような部屋に、最新式の給茶器は不釣合いだ。しかも、ほうじ茶…。
「素敵なお部屋ですね」
紗和子が素直な感想を漏らすと、彼はテーブルを挟んだ向かい側に置いた、大きな一人用の椅子に腰掛け、少しだけ口元を緩めて微笑した。

「ここは元々、貿易商だった、このビルのオーナーが事務所に使っていたのですよ。その方が廃業する時、片付けるのも面倒だからと僕に家具付きで貸してくれたのです。まぁ居抜きですね」
「そうなんですか。では、外のドアも元から赤いのですか？」
彼は、前よりもニヤッと笑って頷いた。
「僕ならドアを赤く塗ったりしませんね。悪趣味だ」

紗和子は海風で冷えた両手を温めようと、暖かいお茶の入った紙コップを両手でしっかり持っていたが、体までは温まらない。この人は綺麗だし上品そうだけれど、噂通り頼るになるのかしら…。ブルッと体が震えた。

「寒いでしょう？冬の間は小型の石油ストーブも使っていたのですが、あいにく片付けてしまいましてね」
「大丈夫です。お茶を飲んで少し落ち着きました」
穏やかな目をして紗和子を見ている彼の様子に安心し、彼女は一つ頼みごとを言った。

「あの、失礼ですが、お名刺有りましたら頂けませんか？私、こちらのメールアドレスと住所しかお聞きしていなかったので…」
彼の笑顔が、少し皮肉な色を帯びた。
「名刺は無いです。僕の名前はツクモです。漢字で白と書いてツクモと読みます。ツクモレイイチと言います」
彼は上着のポケットから小さな手帖を取り出すと、コーヒー・テーブルに置いて、紗和子に見えるように書いて見せた。
白零一

紗和子は書かれた名前と、白の顔を交互に眺めた。不思議な人は不思議な名前を持っているものなのか…。

白は手帖を閉じてポケットにしまい、紗和子に尋ねた。
「あなたは怖い夢を見るのでしたね」







        突然本題に入られて紗和子は狼狽えた。どこから話していいのか分からない。人に話せば一笑に付されても仕方のないような話なのだ。

「そ、そうなんです。馬鹿馬鹿しいと思われるかもしれませんが…」
「あなたの夢は、時々現実になるので心配と」
「はい…。あの、ごく稀になんですが、私、悪い夢が本当になる事があって。それで、怖くて怖くて…」
「夜も眠れない。いや、夢を見るのが嫌で寝られない」
「はい。メールでは詳しく書けませんでしたが、ここ数日本当に眠るのが怖くて」

白は、紗和子がコートの前で腕を組んで、石畳の歩道を寒そうに歩いて来るのを事務所の窓から見ていた。
ショート・ボブの黒髪が海風に吹き乱され、薄いクリーム色のハーフ・コートの裾がはためいていた。歳の頃は二十二、三くらい、小柄で華奢な娘だ。顔立ちは大人しめでお堅いOL風の様子だが、子供の頃はけっこうお転婆だった事だろう。

窓際に有る、年季の入ったセントラル・ヒーティングの温度調節を「強」にすると、天井のどこかからガコンガコンと金属がぶつかるような音がした。ここは気に入っているが、冷暖房と水廻りは設備が古くて参る事がある。部屋が暖まるまでしばらくかかるなと考えていた時、紗和子が入って来たのだ。

今、目の前に座っている紗和子の顔は寝不足で青白く、化粧で隠しているが目の下にはクマが出来ている。
白は目を瞑って彼女を視た。暗く、くすんだ影法師のような女が視えた。

「あなたが正夢を見る人で良かった」
相変わらず穏やかな微笑みを浮かべた白の言葉に紗和子は驚いた。
「正夢がいいんでしょうか？」
「そういう人はやり易いんですよ、僕がですけどね」
「はぁ…」
紗和子には何がやり易いのか分からない。

彼女が繰り返し見る悪夢で眠れず、憔悴しているのを知った友人が、知人の知人からの情報なんだけど、と言って白の事を教えてくれたのだが、その友人も具体的に白がどんな方法でトラブルを解決してくれるのかは、全然知らないようだった。
この人は何なんだろう。霊能者なのかしら…。







        「お付き合いしてる男性がおられるのですね」

質問に驚き、やはりこの人は霊能者なのかと紗和子が白の顔を見つめると、彼は男にしてはしなやかな細い指先で、彼女の左手薬指にはめられた小さな貴石が付いた指輪を指さした。彼女は恥ずかしそうにその指輪を右手で撫で、小さく、はいと頷いた。

「彼の写真があったら見たいのですが、有りますか？」
「写真は無いですけど、写メでも良ければ…」
紗和子はバッグの中から携帯を取り出し、画像データの中を探した。
腕を伸ばして二人で撮った写真は顔がイケてない…。これは恥ずかしくて見せられない。友達みんなでパーティーした時のが有るけど…。

「お友達みんなで撮っているのがいいですね」
紗和子の胸がドキンと鳴った。考えていることを読まれている…？
紗和子がおずおずと携帯の画面を見せ、相手の男性を指さした。
「この人です」

狭い画面に、紗和子ともう一人女性が手前に並び、紗和子の後ろにその男性がいて、その他に画面から顔が半分ずつ見切れているが、男性が二人写っていた。
紗和子の相手は、学生時代の友達の紹介で知り合った男で、紗和子に初めて出来た彼氏だった。
外見が良く、いつも賑やかに遊ぶのが好きな男が、地味な自分を選んだのが信じられなかったが、紗和子はこの男に一目惚れしたのだ。

白は、ふーん、とつぶやいて、携帯を紗和子に返した。
「悪夢には彼も出てくるんですね」
「そうなんです…」
「では、その悪夢がどんな内容か話して下さい。始めから終わりまで、全部」

白がゆったりと椅子の背にもたれ、足を組んだ。瞳が暗い光を帯びて輝いている。
白の目に計り知れない強い力を感じて、紗和子は少し怖くなった。

紗和子はお茶を少し飲んでから、彼女が捕われている悪夢について語り始めた。







        悪夢が始まったのは、彼が誕生日プレゼントに指輪をくれた日の夜からだった。誕生石が付いた可愛らしい指輪は、彼女の細い指に良く似合い、指輪が収められていた黒いビロード張りの小箱と共に、彼女をとても幸せな気持ちにさせた。
安物で悪いけどと彼は言っていたが、そんな事は問題ではなかった。大好きな彼から指輪を貰ったと言うだけで、彼女は天にも登る気持ちになったのだ。

誕生日の夜、お洒落なレストランで夕食を楽しみ指輪をプレゼントされた後、彼は今度二人で旅行に行こうよと紗和子を誘った。紗和子は恥ずかしさで下を向いたまま、そうね、旅行行きたいね、と小声で返事をした。
まだ二人はベッドを共にするほどの関係ではなかったが、紗和子はこの時、彼と自分の遠い将来の事まで、若い女性らしい空想をして覚悟を決めたのだ。
しかしその晩の事、嬉しさに舞い上がって良く寝付けなかったが、彼女が朝方に見た夢はおぞましいものだった。

場面は夜だ。濃く暗い藍色の空に、異様にギラギラと輝く大きな星が無数に散っている。

二人はどこか、外国のような街角を並んで歩いている。周りには誰もおらず、石畳の道に二人の影が漆黒の生き物のようにユラユラと蠢いている。
紗和子の肩を抱いて歩く彼は、いつもの様に明るく饒舌だが、紗和子は不安でたまらない。空に沢山のコウモリが飛び交っているからだ。そのコウモリが顔の前をかすめて飛んできて、紗和子は思わず体を縮める。
コウモリと思ったモノは、よく見るとフクロウの顔をしていて、紫と緑の玉虫色に輝く蛾の羽を持つ異形のイキモノだった。

大きな黄色い目玉と小さく尖った牙を持つその小さな怪物は、鱗粉を振りまきながら飛び交い、紗和子と彼の肩に留まろうとした。紗和子は怯えて彼にしがみつくように歩いているが、彼には何も見えていないのか、にこやかにお喋りを続けている。

そのうち二人は小奇麗なホテルの中にいた。そうだ、二人で旅行に来たんだ。約束した、初めての二人っきりの旅行だ。
ロビーには年配の男女の客が数人集まっていて、盛んに議論している。彼らは紗和子に背を向けているので、その表情は見えないのだが、紗和子には彼らの顔が怒りで醜く歪んでいるのが分かった。
自分達の宿泊する部屋に入ると、なぜかそこにも知らない男女が数人いて口論している。ただ、この部屋にいる人達は、紗和子達と同年代の若者ばかりのようだ。







        部屋の中は暗く、皆の顔も黒っぽくて良く判らない。
紗和子が、この人達はいつになったら部屋から出ていってくれるのかしらと彼に聞くと、彼は、いいじゃないか沢山いる方が楽しいよ、と言って怒鳴り合っている若者達の中に入っていった。

ああ、やだ…どうして、と紗和子が部屋の入口で立ち尽くしていると、中の皆の形相が変わり、掴み合いの喧嘩が始まった。そのうち、般若の形相の若い女が紗和子の前に立ちはだかり、大声で怒鳴った。
「邪魔なんだよぉ！このバカ女！さっさと出て行け！！」

紗和子が恐怖に固まっていると、部屋の真ん中に仁王立ちになっている彼がゲラゲラと笑い始めた。いつの間にか、彼の足元に沢山の人が倒れている。皆血まみれで、紗和子は彼らが死んでいるのだと思った。
彼もまた血まみれだった。血まみれで、心から嬉しそうに大笑いしている。悪魔の形相だった。

ふいに、どこからか声がした。

「あんただって死んでるんだよ」

その瞬間、紗和子は自分の血まみれの顔をまざまざと見た。
鮮血にまみれ、大きく目を見開いた虚ろな自分の顔に恐怖し、声にならない悲鳴を上げて紗和子は夢から醒めた。
汗ビッショリになって目が醒めた後も、しばらくは恐怖で起き上がる事が出来なかった。
あまりにもリアルな感覚を伴った悪夢に一日具合が悪かったが、この夢は一度で終わらず、その後、毎日同じ夢にうなされる事になったのだ。

幼い頃から、近所の火事や身内の死を予知夢で見た経験の有る紗和子は、段々恐ろしくなってきた。
私は旅行に行ったら、死ぬのではないだろうか、と。

紗和子がひと通り話している間、白は目を瞑ったままじっと聞いていたので、彼女は自分の困難な状況が分かって貰えたのかどうか訝しんだが、彼は紗和子が話し終わって辺りがしんと静かになった時、ゆっくりと目を開いて尋ねた。

「なるほど。それでご旅行はいつの予定ですか？」
「は、はい。実は明日の土曜から、一泊二日の予定なんです」







        「それは時間が無いな。行かないで済ませる手もあるかと思いますが」
「そうなんですけど…。でも悪夢が必ず現実になるとも言えないし、旅行自体は楽しみにしていて…」
彼に自分が死ぬかもしれないから行きたくないとはとても言えない。そんな子供じみた事を言って、嫌われるのはイヤだ、と紗和子は思っていた。

「そうですか。まぁ、確かに先延ばししたところで仕方ないかな…」
白は腕を組んで右手で顎を撫でながら、この悪夢について考えていた。
「時間が無いので、ここで夢を変えるシュミレーションをしましょう。本番は今日の夜に、あなたがやって下さい」
「シュミレーション…。ここで、ですか？」
「そう。ここで、その夢を見てもらいます。大丈夫、僕がずっと付いていますよ」

夢のシュミレーションをここで？紗和子は白が何をするのかさっぱり見当がつかず、ポカンと彼の顔を見つめていた。
「いいですか。さぁ、僕の目を見て」
白の目が紗和子の前にぐっと近づいた。瞳に深い闇が映っている。
その闇に引きずり込まれる！おお、暗い暗い群青の夜空にギラギラ輝く満天の星よ！

一瞬遠くなった意識が再び蘇った時、紗和子は恋人と二人であの暗い石畳を歩いていた。
何度も何度も繰り返して見た、あの悪夢の始まりだ。
空には、あの鳥とも蛾とも知れない異形のイキモノが飛び交っている。石畳に二人の黒い影が伸びる。紗和子の肩を抱く彼は、例のごとくたわい無いお喋りを続けている。

怖い！怖い！ホテルに行くのが怖い！
怯えて周囲を見回すと、ぼんやりと闇夜に浮かぶレンガの塀の前に、黒っぽい人影がポツンと立っているのが見えた。
白さんだ…。

黒っぽいスーツを着て腕を組み、静かな笑みをたたえた白が、二人を目で追っていた。白が付いてきてると分かると、あの変なイキモノもあまり怖くない。紗和子は振り向き振り向き、白の姿を確認しながらホテルへ向かった。

あのフクロウのようなコウモリのような奴は、なかなか面白い出来だな…。
白は紗和子の幻想的な夢の産物を眺めながら、二人の後をつけて行った。







        ホテルへ入ると、夢の展開はいつも通りだ。
ロビーで老人達が口論をしていて、部屋に入ると若者達が揉めている。彼がその仲間に入り、般若の女が紗和子を罵倒し、彼が死体が散乱する部屋の真ん中で悪魔のように大笑いを始めた。
紗和子の体が恐怖に震えだした。ここから先は見たくない。逃げ出したい。ああ、嫌だ。あの嫌な言葉が頭に響く。

「あんただって、死んでいるんだよ」

そして自分の鮮血にまみれた顔が見えた…。

「ここでちょっと止めましょうか」
突然の白の言葉に、紗和子は息が止まりそうな恐怖を宙ぶらりんにして、声がした方を振り向いた。恐怖と驚きに目を見開いている。

「止まりますよ。どこでだって。あなたの夢なんですから」
落ち着き払って、白は紗和子の肩を軽く叩いた。
「白さん…」
ビデオが一時停止ボタンを押されたかのように、周囲の動きはここで固定されて止まった。
「あなたの顔は血まみれと言うけれど、自分の顔は自分では見えませんよね」
「は、はぁ」
でも、夢なんて荒唐無稽なもの。

「そう、夢で見たイメージ全てに、現実的な意味付けをするなんてナンセンスです。でも、この夢について言えば、いくらかのモチーフや出来事は、確かにあなたの潜在意識からのメッセージだ」
紗和子はぼんやりと白の言う事を聞いていた。少し視線をずらすと、血の海となってヌメヌメと光っているフロアに、あの人が仁王立ちしていて恐ろしい。

「あなたが見たのはあれでしょう」
白が指差す方向には、壁に掛けられた大きな鏡が有った。
自分の血まみれの顔が映っていて、紗和子は喉の奥で小さな悲鳴を上げた。
「良く見るのです。もっと近づいて」
恐怖で震える足を一歩一歩動かし、鏡に近づくと、顔に散ったはずの血しぶきの大きさが変わった。
これは…。血まみれなのは私の顔じゃないわ…。
「そうです。血まみれなのはあなたじゃないんですよ。鏡に血が飛び散っているのです」







        私の血じゃないのなら、あれは誰の血なの？
「あそこの彼ですが…えーと…」
「川崎さんです…。川崎誠」
「その川崎さんは、名前とは裏腹に、あなたほど誠実な人ではありませんね。まぁ、言ってしまえば下劣な女たらしです」

紗和子は胸を突かれたようにうなだれて、左手の指輪を見つめた。安物の指輪とあの人は言った…。それでも嬉しかったけれど、確かにこの指輪は安物だと、流石に紗和子にも分かっている。高校生でも買えるくらいの安物の指輪に自分は大喜びしたのだ。そんな私を手玉に取るなんて、女の扱いの上手い彼にしてみれば容易い事だったろう。

「携帯に写っていた女性が、彼を紹介してくれたのですね？」
ああ、この人は何から何までお見通しなのだ。私が見て見ぬふりをしていた事や、気のせいだと片付けて忘れるようにしてきた様々な事を、全て分かっているのだわ…。怖くもあったが、いっそ全部話してしまおうと紗和子は思った。
「そうです。理香という友達です。彼の元カノです」

白は、ちょっと気の毒そうに紗和子を見つめ、般若の形相の女を指さした。
「あれは、その理香さんですよ」
「ああ、やっぱり…。そんな気がしてました」
紗和子は両手で顔を覆った。覚悟はしたが、もう何も見たくない。何も知りたくない。
「紗和子さん、あなたは勘の良い人だ。気がついていたでしょう？彼らは切れてませんよ。二人であなたが、いつ落ちるか面白がっているのです」

「はい…」
紗和子の目から涙がこぼれ、ほろほろと頬を伝って落ちた。夢なのに、なんでこんなにはっきり見えるの？どうして、こんなに涙が出るの？
いつだったか、理香が紗和子の指輪を見て言った言葉を覚えている。
あら、紗和子、随分か・わ・い・い・指輪してるのねぇ？親しげな微笑みと言葉の裏に、皮肉な嘲りの響きを紗和子は感じていたが、あえて自分の気の回しすぎと、気にしないように努めた。

でも、本当は分かっていたのだ。理香が紗和子を女として見下している事を。
理香はいつも私を誘って遊びに連れ出してくれたけど、それはきっと自分の引き立て役として、地味な女の子を隣に置いておきたかっただけなんだ。







        川崎さんを紹介してくれたのも、面白みの無い私を彼と付き合わせて、自分の女としての魅力を彼に再確認させるつもりだったのだろう。だから、事有るごとに彼と私を呼んで飲み会をやりたがったんだ。
彼ら二人が、時折意味ありげに視線を絡ませているのを何度も目にしていたのに、私は見て見ぬふりをしていた…。

「あなたは、割と裕福な家のお嬢さんだ。お勤め先も名の知られた会社で、お給料も悪くない。川崎氏は、あなたと深い付き合いになったら、遠慮無く金を搾り取るつもりなのです」
「か、川崎さんが、そんな事を？」
「彼はね、自分がどんな柔和な微笑み方をすれば女性がなびくか、ちゃんと分かっているタイプなんですよ。男同士の付き合いでも、なかなかの役者ぶりだ。自分が王様で、他の人間は下僕くらいに思っている。まぁ、あなたに相応しい男とは思えませんね」

紗和子は大きく溜息を付いた。
川崎がふとした瞬間、人を人とも思わない傲慢な態度を取る事に気づいていたが、紗和子はそれも見て見ぬふりをし、好意的に考えるようにしていた。男の人なら、そんな風に気持ちが荒れる事もあるのだろうと、暗くなりそうな気持ちを誤魔化していたのだ。せっかく掴んだ恋を手放したくないばっかりに。
「私は、どうしたらいいのでしょう？」

力なく尋ねる紗和子に、白が優しく答えた。
「大丈夫ですよ。まだ何も起こっていないのです。まぁ、お分かりかもしれませんが、あなたの旅行には第三の女が現れ、ホテルの客室は修羅場になる気配がある。あなたはホテルには入らず、引き返して帰るといい」
「それは、明日の旅先で？」
「そう。現実でもね。しかし、その前に、この夢から変えて行きましょう」
「夢を変えるんですか？」
「そうです。夢から変える。あなたのように予知夢を見やすい人は、ここから変えて行く方が現実も動きやすいんです」

白は紗和子の腕を優しく取ると、ホテルの客室から出た。
「ロビーにも入らない方がいいな。ここは雰囲気が悪い。さて、ホテルの周囲には何が有ったかな？」
紗和子は白にエスコートされて、ホテルの正面玄関前に出た。

「今日の夜に見る夢ですが、ここに入る前に、あなただけ引き返す物語に変えた夢を見て下さい。」







        「わ、私だけ引き返す夢ですか？それって、どんな風に…？」
「何だっていいのです。ストッキングが破れたからコンビニに行きたいので先に行って
と、あなただけ駅に向かって電車に乗って帰るとか、写真を撮りたいから先に行ってくれとか、お好きなストーリーに変えて下さい。ただ、彼は行かせて、あな
ただけがホテルに入らず引き返すのだけは忘れずに」
「わ、分かりました。何か考えます」
でも、もし失敗して彼と一緒にホテルに入ってしまったら、どうなるのだろう？
「そういう事を考えてはいけませんよ。あなたはホテルに入らない。いいですね」
白が少し厳しい顔をして念を押した。
「は、はい。分かりました。そうします」
「よろしい。それではシュミレーションは終わりだ。あなたは夢から醒める」

パチンと指を鳴らす音がして、紗和子は目を開けた。
向かいの椅子に、白がニコニコ笑って座っている。壁に掛かった時計の針が一時四十五分を指していた。
何時間も経ったような気がしたが、実際には僅かな時間しか過ぎていないのが不思議だった。頬に流れた涙は、まだ乾いていない。

「紗和子さん、分かりましたね？今晩、あなたはいつもの様に夢を見ますが、あなたは彼だけホテルに入らせて、自分はそのまま帰るんですよ。そうすれば、明日の旅行でもあなたは修羅場に立ち会わないで済むのです」

「分かりました。必ず物語を変えた夢を見ます」
涙を手の甲で拭き、ぼんやりした頭のままではあったが、紗和子は必ずその夢を見ようと心に決めた。嫌な夢から離れられるように。そして嫌な人間関係からも…。

事務所を出て石畳の歩道を歩いて行く紗和子を、白は事務所の窓から眺めていた。
鏡に散った血は誰の血か。
修羅場の詳細など教える必要はないだろう。
彼女はきっと上手く不幸を避けるに違いない。だから起こるかもしれなかった出来事について、あれこれ語る必要は無いのだ。あの碌でも無い連中はいずれ地獄に堕ちるのだから、どうなろうと知った事では無いが、彼女が夢を違えるまでは、彼女の未来がどうなるのか、俺にも良くは判らない。

窓際のヒーターが、またガチンと金属的な音を立てた。
「何だ、今頃あったまってきたなぁ」







        白はヒーターのつまみを「中」に変え、デスクの引き出しからタバコとマッチを出して一服した。
ガタつく木枠の窓を少し開けて風を入れると、湿った海風が勢い良く吹き込み紫煙を散らす。
春一番ってやつか…。
タバコを咥えたまま、くすんだ灰色の倉庫街の先にある堤防と青い海を眺める。
今晩、ちょっと様子見に付き合うか。現実の旅先までフォローするのはご免だが。


その夜、紗和子は小さめのボストンバッグに、簡単に荷造りをした。
泊まらないんだから、適当でいいのよ。それらしく見えさえすればいい…。
母親には、明日は友達と日帰りで遊びに行くと言っておいた。女友達と、ちょっと観光してくるからお土産も買ってくるね、と。

ベッドに入ると、夢の事を考えてなかなか寝付けず、昼間訪れた白の事務所での事を考えた。あれは一体夢だったのだろうか？それとも催眠？
白が窓辺に立っている様子を思い出す。スラリとした長身の穏やかそうな男。古風な学者の様な落ち着いた雰囲気で、目がどこか普通の人と違う。穏やかなのに人を寄せ付けない怖さがある。

白さんの目を覗き込んでいたら、あの夢に引きずり込まれた。
そうして白の眼の色を思い出そうとしているうちに、紗和子はあの悪夢の暗闇に立っていた。
ああ、始まってしまった…。

いつもの様に、川崎が紗和子の肩を抱いて歩いている。群青の闇が…以前よりなぜか明るい。紗和子は、空を飛び交う蛾の羽を持つイキモノを眺めたが、不思議と怖くない。フクロウのような黄色い目はユーモラスで、玉虫色の羽はキラキラと美しかった。何てことないわ。よく見ると可愛いくらい。

紗和子はレンガ塀が見えてきた時、辺りに白の姿を探したが、あの黒っぽいスーツの男はいなかった。私の夢なんだから、私の好きな物語にすればいいのよ。川崎が何か話しているが、彼の声は遠くで響く雑音のようにカサカサとしか聞こえない。夜の闇は次第に明るさを増し、あのホテルの玄関が見えてきた。

紗和子は肩に乗せられた川崎の手を掴んで下ろし、作り笑顔で話しかけた。
「私、あそこにあるお菓子屋さんでお土産買ってくるわ。川崎さん、先にチェック・インしてて」
いつの間にかホテルの隣に、小奇麗なヨーロッパ風の洋菓子店が出現していた。今まで、この夢には無かった景色だ。







        「え、今？後にすれば？」
川崎が怪訝な顔をして引きとめようとしたが、紗和子は身を翻して跳躍した。一飛びで三メートルは跳んだだろう。
うわ！すごい、面白い！
紗和子はもう一飛びして、洋菓子店の中に入った。店の中には、美しい洋菓子が芸術品のようにショー・ケースに並べられている。店員は陽気なドイツ人の中年女性だ。金髪で青い目なのに、流暢な日本語で紗和子に話しかける。

「お嬢さん、いらっしゃい。観光で来たんですか？ここのケーキ、美味しくて綺麗だって人気なのよ。どれにする？」
「バーム・クーヘン有りますか？」
「有る有る。そこの庭に有るから、好きなだけ切って持って行きなさい」
陽気なドイツの奥さんに、ありがとうと言って店内を抜け、中庭に入ると大きなバーム・クーヘンが木のように三本生えていた。紗和子はバーム・クーヘンのてっぺんを一抱え折り取ると、ボストンバッグに詰め込んだ。

重くなったバッグを抱えて店に戻ろうとすると、中庭の左手にバス停が有るのに気づいた。先客が何人か、手持ち無沙汰にバスを待っている。行き先を確かめると、紗和子の住む街の名前が乗っていた。
な～んだ、これに乗って帰ればいいじゃない。
並んでいる人の後ろに立つと、すぐ近くに空き缶で出来た吸殻入れが金属製のパイプに針金でくくりつけられているのが見えた。紗和子はおもむろに、左手にはめていた指輪をはずすと、その空き缶の中に捨てた。缶の中にはカエルが住んでいて、パクリと指輪を飲み込み、満足そうに目を閉じた。
いつの間にか、赤いラインが入った路線バスがバス停に現れ、他の乗客に続いて紗和子もバスに乗り込み、窓側の席に座った。

お母さん、バーム・クーヘン大好きだから、きっと喜ぶわ。
バスは美しい田園地帯をのんびりと走って行く。
窓の外を眺めていると、大きな石造りの橋を渡る時、橋の欄干に軽く腰掛けた黒っぽいスーツを着た男が見えた。紗和子は急いで窓を開け、つくもさーんと大声で呼びかけ、彼に向かって手を振った。白が右手をちょっと上げ、ニヤリと笑って応えた。

ああ、あの人、来てくれてたんだ。
紗和子は嬉しくなって、いつまでも窓の外を眺めていた。美しい青い空と、緑の田園がどこまでも広がっていた。







        翌日、紗和子は川崎が友人から借りてきた、紺色のBMWに拾ってもらい旅行に出掛けた。
晴れやかな彼の笑顔も、もはや演技としか受け取れず、紗和子は愛想笑いするので精一杯だった。
いっそ、ここから引き返したいくらいだったが、白に川崎だけホテルに向かわせて、紗和子は帰るという事を忘れるな、と念を押されていたので、何とかこのドライブだけは耐えようと頑張っていた。

「何だか、今日は大人しいね。あっちに着いたら丁度お昼くらいだから、ランチは美味しい物食べようね」
「そうね。楽しみ」
「昨日、良く眠れなかったんじゃないの？ほら、遠足の前みたいにさ」
「ううん、昨日はすごく良く眠れたの。久しぶりに」
そう、昨日は十数日ぶりにぐっすり眠れたのだ。今朝ほど気持ちよく起きられた事は、記憶に無いくらいだった。

紗和子は、運転する川崎の横顔をチラリと見て、私はこの人のどこが好きだったのだろうと考えた。一目惚れしたんだもの、外見が好みだったのよね。それ以外は…。快活な笑顔、堂々とした態度、人を飽きさせないお喋り…。紗和子を夢中にさせたはずの川崎の魅力が、今は何もかも嘘臭くいやらしく感じる。逆に、他人を小馬鹿にした態度や皮肉な物言いなど、彼の嫌なところが次々に思い出された。結局彼の長所は、裏返せばそのまま短所でもあったのだ。

私もう、この人の事好きじゃない。ううん、それどころか、この人は私の嫌いなタイプなんだわ。目の前の真っすぐな道を眺めながら、自分は馬鹿な女の子だったんだなぁと紗和子は思った。悪いのはこの人や理香だけじゃない。私も愚かだったんだ。恋をしたいばかりに、人の本質を見損なっていた。

二時間ほど退屈なドライブをし、彼らは目的地に着いた。昔から温泉で有名な観光地で、大小様々なホテルが林立している。川崎はホテルの駐車場に借り物のBMWを滑りこませ、車を停めた。
「ゴメンね。ここのホテルの駐車場、ちょっとホテルと離れてて、五分くらい歩かなくちゃならないんだ」
「ううん、全然構わないけど…。前に来たこと有るの？」
まぁ、ちょっとねぇと言葉を濁して、川崎は車を降りた。

助手席から降りた紗和子の姿を見て、川崎は内心舌打ちをしていた。
何でこの女、ジーンズなんだよ。足元もスニーカーって何だよ。こういう時こそ、ミニ・スカートにパンプス履いてこいや、全くダセェな。







        それでも、こういう女は一回体の付き合いが出来ると簡単には離れないから、上手く使えば甘い汁が吸える。チョロイもんだ。それに、たまには処女とやりたいからな…。
川崎は己の欲望を優しげな笑顔で隠し、紗和子の肩を抱いて駐車場から出た。駐車場からホテルに向かう道路は、観光用に美しく整備された石畳で、赤いレンガの塀や古いガス灯を模した街灯が整然と並び、外国の街角の様だった。
一瞬、凍りついたように足を止めた紗和子に、川崎が声を掛けた。
「どうした？」
「…こ、ここ。ううん、何でもない。ここ前に来た事があったような気がしたけど、違った」
「まぁ、観光地には良く有る景観だよな」
「そうね、外国っぽくしてるのよね…」

紗和子は川崎に促されて歩き出した。
その風景は、紗和子の夢に出てきた街と良く似ていた。ただ、あの悪夢とは違って春の空は青く晴れ渡り、景色は陽光に満ち、周囲には観光客が三々五々散策している。そして、あの奇妙なイキモノはどこにもいなかった。
紗和子は周りを見まわし、黒っぽいスーツの男を探したが、彼もまた見つけられなかった。
川崎がこの辺りの観光名所に付いて話しているのを、紗和子は上の空で聞いていた。彼女の頭は、ホテルの入口で川崎を置いて帰る方法を反芻するので一杯一杯だったのだ。

中堅どころの温泉ホテルの正面玄関が見えてきた時、紗和子は肩に置かれた川崎の手を優しく下ろし、微笑んで言った。
「私、お母さんにお土産買って来るって約束したの。今のうちに買ってしまいたいから、川崎さんは先にホテルに入ってて」
「え、今？荷物置いて、ランチ済ませてからにしたら？」
「荷物になるから、今買っておきたいの」
紗和子がホテルの左手の方を見ると、土産店が数店軒を並べているのが見え、その一軒がヨーロッパ風の建物で、洋菓子店なのが見て取れた。

あそこだ！
後ろで川崎が紗和子の名前を呼んだが、もう紗和子の耳には届かなかった。
彼女は真っ直ぐ洋菓子店を目指し、小鹿のように駈け出していたのだ。







        「なんだよ、あいつ」
川崎は顔を歪めて不快感を露にし、自分の思い通りにならなかった紗和子に、軽い怒りを感じながらホテルの正面玄関に入った。

ロビーでは老人の団体客が、ツアー・コンダクターの男性に詰め寄って、何やら捲し立てている。どうも何かの不手際でオプショナルツアーが取り止めになったらしく、その後始末について客側が納得していないようだった。怒りに駆られて怒鳴り散らす老人達を見て、川崎は侮蔑を含んだ笑みを漏らした。
ふん、怒って怒って血管切れろ、ジジィども。

チェック・インを済ませようとフロントのスタッフに声を掛け、川崎が一人で宿泊シートに署名していると、いきなり誰かに左腕を掴まれた。
「まこっちゃん！遅～い！あたし、一時間近くも待っちゃった」
栗色の巻き毛に濃い化粧、痩せぎすなのに露出度の高いワンピースを着て、川崎の腕に自分の細い腕を絡ませているのは理香だった。

「理香！お前何でここにいるの？」
「週末、ここに行くって言ってたじゃん。いやぁ、まこっちゃんと親友の事が心配で先回りして待ってたのよ」
「ふざけんなよ、お前！」

フロントのホテルマンが部屋のキーを両手で持ったまま、慇懃な態度で彼らが話し終わるのを待っていたが、理香はその手からキーを取ってしまった。
「あたし、この人の＜お連れ様＞よ。さ、部屋に行こ」
理香は川崎の腕を取って、エレベーターの方に引っ張って行った。
「お前、いい加減にしろよ。紗和子がすぐ来るんだぞ」
「あたしは別に構わないけど」
「ああ、どいつもこいつも！」

エレベーターのドアが開き、結局彼らは一緒に乗り込んで宿泊階へ行ってしまった。
フロントマンは、予約シートを確認した。川崎誠様と三嶋紗和子様が一泊二日。
さっきの派手な女は理香…。ホテルに偽名は付き物だし、前払いだからどうでもいい。彼は予約シートを片付け、次の客の為に物静かな笑みを顔に貼り付け、マネキンの様に姿勢を正した。







        理香はホテルのフロントで川崎を見つけた時、どういう訳か彼の隣に紗和子がいない事に、内心大喜びした。紗和子を出し抜いて、この旅行を自分中心で楽しめると確信し、理香は満面の笑みを浮かべて川崎の腕にしがみついたのだった。

もし紗和子がいたって関係ない。あんな女、どうにでもなる。
いざとなったら、脅して追いだしてやろうと、バッグに小さな果物ナイフも忍ばせて来た。

理香は昔から紗和子が嫌いだった。
紗和子は良い家庭で大事に育てられた、お勉強の出来る良い子。自分と正反対の性格で、大人しく真面目な格好をした、つまらない子だと、いつも見下していた。
紗和子は、理香の劣等感と優越感の両方を刺激するタイプだったのだ。だから、嫌いなのに度々理香は紗和子を誘って遊んでいた。

いつも何気なく皮肉って紗和子を虐めているのに、気が付かないのか自虐的なのか、理香の事を仲の良い友達と信じ、誘えば付いてくるのも癇に障る。しかし、紗和子が理香の誘いを断れば、それはそれでムカつくのだった。

付き合いの飽きてきた川崎を紗和子に紹介した時、ポーッと有頂天になってる様子に腹が立ち、後ろから殴り飛ばしてやりたい気分だった。あのオモチャみたいな指輪を嬉しそうにはめていた時は、このバカ女、死ねばいいのにと本気で思ったものだ。

いい加減あんなダサいのと縁を切ろう。いい機会じゃない、あの女に喧嘩を売って誠と別れさせてやる。どうせ、こんな女たらしと紗和子が釣り合うわけがないんだ。感謝されてもいいくらいよ。誠はあたしがちょっと貸してやっただけなんだから、もう返してもらうわ。

ホテルの客室に向かう廊下を歩いている時、自分に意味ありげな視線を投げかけ、しなだれかかる理香に川崎は呆れていた。
この性悪とも、そろそろ潮時だな。面倒臭いのはご免だ。俺の邪魔をする女に用は無い。
川崎は理香の笑顔を無視して、部屋のドアにキーを差し込んだ。

一方、洋菓子店に飛び込んだ紗和子は、夢とは違って観光客で一杯の店内で一息ついた。
昨日、ネットでこの辺りの地図は下調べ済みなのだが、川崎が宿泊するホテルの名前を教えてくれなかったので、逃走ルートの細かい所までは調べられなかった。しかし、確かこの辺りにバスターミナルが有るはずなのだ。








        夢で見たように、手の空いている頬の赤い女性店員にバーム・クーヘン有りますかと尋ねると、ホワイトチョコとミルクチョコの二種類がございます、とショー・ケースの隅っこを指さした。
そりゃそうだ、バーム・クーヘンが庭に生えている訳がない。紗和子はそれを一本ずつ頼み、手提げの紙袋に入れて貰った。

店員に代金を支払う時、この辺りにバスターミナルは有りますかと聞いてみたところ、この店の駐車場の裏に有りますと教えてくれた。夢との合致に紗和子の胸がドキドキしてきた。緊張でお釣りを貰う手が震える。まるで映画の中で、悪漢を巻いて逃走するヒロインのようだと思いながら、バーム・クーヘンの入った紙袋を手に店を出た。

洋菓子店の駐車場の真裏には、店員が言った通り小さなバスターミナルが有った。
焦りを押さえて行き先表示と時刻表を確かめると、彼女の住む街に行く路線バスが見つかった。出発時間は、九時十時といった風に、丁度一時間に一本出ている。腕時計を見ると十一時五十六分だ。

大丈夫、まだ四分有るわ。間に合う、間に合う！
紗和子はハッとして、バッグの中から携帯電話を取り出すと電源を切った。家に着くまで電源は切っておこう。

赤いラインの入ったバスが、バスターミナルにゆっくり入って来た。バスの前面に表示された行き先は、間違いなく彼女の住む街の名前だ。まだ胸がドキドキするままに、バス停に並んでいる人達の後ろに並ぶと、彼女のすぐ近くに金属製の吸殻入れが設置されていた。

紗和子はおもむろに左手の指輪をはずすと、その吸殻入れにひょいと投げ入れた。
すぐ後ろに立った年配の女性が、不思議そうに見ているけど気にしない。吸殻入れの中にカエルがいないのが、ちょっとつまらなかったが、何だかこれで全て終わったような気がして、紗和子の気持ちは凪いできた。乗口のドアが開き、乗客が整然と乗り込んで行く。紗和子も続いて乗り込み、日の当る窓際の席に座った。

これからあのホテルで何が起こるのか、紗和子はもう考えていなかった。ただ、陽光溢れる春の日差しを浴びて、この古いバスで家まで帰る小旅行が楽しみで仕方なかったのだ。程なく運転手のアナウンスがあり、バスはブルブルとエンジンを震わせてゆっくりバス・ターミナルを離れた。
夢の中と違って窓から見える景色は、古びた民家と土の色が剥き出しの茶色い畑ばかりだったが、それでも十分紗和子には好ましく見えた。







        橋の欄干に白さんが座っていなくても大丈夫。心配しないで、もう私は大丈夫だよ、白さん。
お母さん、バーム・クーヘン大好きだから、きっと喜ぶわ。
憑き物が落ちたように晴れやかな顔をした紗和子は、若い女性らしく溌剌として愛らしかった。

バスが紗和子の街に着いた時には既に午後も遅くなり、彼女はお昼ご飯を食べていなかったので、街中のファースト・フード店でハンバーガーのセットを食べて空腹を満たし、それから地下鉄に乗って帰宅した。
夕方、バーム・クーヘンの入った紙袋をぶら下げ、ただいまーと声を掛けて家に入ると、慌てたように母親が玄関まで出てきた。

「紗和子、あんたどこに行ってたの？携帯に何回も電話したのよ」
「携帯？あ、ゴメン。バスに乗る時、電源切ってそのままだった」
「警察から問い合わせが有ったのよ。早く連絡してちょうだい」
「警察？」
母親が暗い顔で、内緒話をするように小さな声で言った。
「もうニュースにも出てるのよ。あんたの友達の理香ちゃん、彼氏を刺したんだって。あんた、理香ちゃんと一緒だったの？」

心臓が早鐘の様にドキドキと鳴り出し目の前が暗くなった。心配そうに自分の顔を見つめている母親の前で、紗和子は玄関にしゃがみ込んだ。

ああ、やっぱり理香は来たんだ。あの鏡に散った血は、川崎さんの血だったんだわ…。








        紗和子が白の事務所を再び訪れたのは、事件が起こった日から一週間ほど後の事であった。
白は憔悴した様子の紗和子をソファに座らせ、以前と同じようにほうじ茶を勧めてから優しく話しかけた。

「大変でしたね。ニュースで見ましたが、川崎さんはお気の毒でした」
「はい、運悪く頸動脈を傷つけられ、救急車が着いた時には手遅れで…。理香は半狂乱になってしまい、まだ正気に戻らないそうです」
「話さなくてもいいですよ。分かっています」
白が穏やかな声で制した。眼を閉じて彼女を視ると、弱々しいながら真珠色に白く光る女が視えた。

「もっと早くご報告に伺おうと思っていたのですが、私も警察に呼ばれたり、色々あったものですから。すみません」
紗和子がソファに座ったまま、ピョコンと白に頭を下げた。痩せたのか、首から顎のラインが以前よりはっきりして見える。

「いいえ。でも、あなたはあの場所にいなかったのだから、すぐ開放されたでしょう？」
「はい、買い物をした店の店員さんや、乗ったバスの運転手さんが私の事を覚えていてくれましたし、事件に直接関係ないのは分かって貰えたのですが、ホテルの予約には私の名前があったので、人間関係とか当日の出来事について聞かれました。私の分かる範囲で全て話してきました」

「それで良かったと思いますが、紗和子さん、あなたは自分があの場にいれば、事件を防げたのではないかと気に病んでいますね？」
紗和子は白に悲しげな目を向けて頷いた。
「はい。そんな風に思う事もあります。もし、私がいて三人だったら、あんな事にならなかったのではないかと…」

「こう言っては何ですが、あなたがいたところで、どうにかなったとも思えません。兎に角、あの二人はそういう運命だったんでしょう。普通、バッグにナイフを忍ばせてデートに行く女性はいないでしょう？理香さんはね、そういう人だったんです。川崎さんも、いずれ誰かにしっぺ返しをされるような悪い種を撒き続けていたのですよ。二人に申し訳なく思う事はないのです。あなたはあの場にいなくて、実に幸運だった。それも、あなたが自分の意志で行動し、選択した現実なのです」

白の穏やかな声で諭されているうち、紗和子の気持ちは明るくなってきた。
「ええ…、多分、白さんの仰るとおりだと思います」







        「良く聞いて下さいね。あなたは彼らの痴情のもつれとは、何の関係も有りません。あの二人は自分達の別れ話で、逆上し殺人に至ったのです。あなたに罪は無い。」
紗和子は一回溜息をつくと、白の目を見て大きく頷いた。自分を鼓舞し、納得させるかの様に。
「はい。分かりました」
「よろしい」
白がにっこり笑った。釣られて紗和子も微笑んだ。

言葉は時として行動を変える強力な武器になる。相手が信じたい事を、信頼出来る態度で何度も繰り返し伝えれば、それは相手の心に深く染み込み、簡単には覆せない真理となるのだ。
世間話の様な気軽さで相手に暗示を掛けるのは、白にとって日常茶飯事の簡単なテクニックだった。特に他人に不信感を持たない素直な人間や他人への依頼心の強い人間は、こう言った暗示に掛かりやすい。

紗和子はすっかり肩の荷が降りた気がした。
白さんに話を聞いてもらって良かった。まだ二人の事で辛い気持ちになる事はあるだろうけれど、私が罪悪感で苦しむ必要はないんだわ。

事務所を後にして、木の手摺りに掴まり、磨り減った石の階段を降りながら紗和子は考えた。
結局、白のした事は何なんだろう？全てを見通し、アドバイスし、夢に介入する事が出来る不思議な男。紗和子の不運を回避させてくれた、あの力は何と言えば良いのだろう。確かにあれでは、名刺は作れないわね。

ビルの重たい木のドアを開けて外に出ると、潮の香りのする海風がサワサワと体に当たり気持良かった。
ああ、風が暖かい。やっと春って感じだわ。

紗和子は明るい陽光の下を歩き出した。

白は事務所の窓から歩道を行く紗和子の姿を冷めた目で眺めていた。
「朱に交われば赤くなると言うが、鬼に交われば鬼になるのだよ」

白は最初に見た紗和子の悪夢を思い出す。紗和子が無意識に忘れてしまった夢の片鱗を、白は全て視ていた。
紗和子を罵倒し、部屋から追い出そうとする鬼の様な顔をした理香の姿。







        ＜アンタなんて、いっつも死んでるみたいな情けない顔して、どの面下げて誠と付きあおうってのよ！誠がアンタになんか、本気になるわけないじゃないの！出てけ、このバカ女！邪魔なんだよぉ！あんたなんて大っキライ！＞
バッグからナイフを取り出して振り回す理香に、紗和子は涙ぐみ怯えて小さくなりながらも、絶対に部屋から出ない気でいた。
＜ヤメテよぉ！私だって、もう意地悪されるのウンザリよ！ここは私と川崎さんの泊まる部屋なのよ！出て行くのは理香の方でしょー！＞
紗和子は初めて理香に逆らった。もう、後へは引けない。理香と絶交したって構わないんだ、今日は絶対に譲らない。

川崎は二人の女が自分を取り合う浅ましい姿を見てニヤニヤ笑っていた。その態度に理香がキレ、今度は川崎に向かってナイフを振り回した。
＜アンタも節操無く、誰でも彼でも手ぇ出してんじゃないよ！＞
軽く振ったナイフの先が川崎のシャツの袖を切り裂き、彼の腕にうっすらと赤い血が滲んだ。
＜痛ぇ！テメェ何すんだ！バカじゃねぇの！切れたじゃねぇか！＞
慌てて腕を抑える川崎を見て、今度は理香が大笑いした。
＜あはははははは！何よ、そんなのカスリ傷だわ！ビビりすぎよ！あははははは！＞

腕を切られて慌てふためく川崎と、悪魔の様に大笑いする理香を見て、突然紗和子の理性がスーッと後退った。
人間は通常、理性や常識という枠の中で行動する。例え殺してやりたいくらい憎い相手がいても、現実に手を下す事はそうそう有るものではない。殺人を考えるのと行動に移すのは、天と地ほどの差があるが、そこへ至る道は、階段を一歩下りるくらいの短さなのだ。
部屋中に満ちた憎悪と嫉妬と怒りが、その階段の前に立った紗和子の背中を一押ししたのかもしれない。

いきなり紗和子は、応接セットのテーブルに置かれていた、大きなクリスタルの重たい灰皿を鷲掴みにすると、物も言わずに理香の頭に振り下ろした。
ガン、という重たい衝撃が腕に伝わり、ガクンと理香の頭が下がった。そして、ゆっくり紗和子を振り向いた理香の額に、つーっと一筋赤いものが流れ落ちた。目を見開き、口がポカンと開いている。

紗和子は両手で握りしめた灰皿で、再び満身の力を込め、右から左に、テニスラケットを振るように、理香の頭を横ざまに殴った。また、ガツンと言う衝撃が腕に響く。頭の中は真っ白だ。何も考えてはいない。







        まるでスローモーションの様に、理香の頭から鮮血が吹き出すのが見えた。真っ赤な血は、部屋の壁に掛けられていた美しい木の彫刻で縁どられた楕円の鏡に飛び散り、ダラダラと赤い糸になって流れ落ちた。その鏡に、紗和子の魂が抜けた様な顔が映っている。

理香はどさりと床に崩折れ、それっきり動かなかった。栗色の髪が蜘蛛の巣のように顔にかかり、頭からドクドクと血が溢れ床のカーペットに吸い込まれていった。川崎は腰を抜かし、喉が詰まったような喘ぎ声を漏らしている。
流れる涙を拭きもせず、肩で息をし、ブルブル震える腕でヒビの入った灰皿を掴んだまま、紗和子は小さくつぶやいた。
＜…あんただって、死んでんじゃないのよ…＞

もし、最初の予定通り紗和子があの場にいたのなら、死ぬのは理香で殺すのは紗和子だったはずだ。そして、あの川崎の馬鹿は軽傷で済み、修羅場に巻き込まれた悲劇の二枚目を演じて、レアな自慢話が増えた事を喜んだろう。
しかし、これは起こらなかった事件の、一つの可能性にしか過ぎない。未来を予測した当人の紗和子すら覚えていない、語る必要の無い「夢」の話だ。

白はデスクの上からタバコとマッチを取り、一服した。

ま、あれで良かったんだろうよ…。あの娘も少しは大人になったわけだし、少々授業料は高くついたかもしれないが、痛い思いをした方が人間の成長は早く、強くなるもんだ。

紗和子が置いていった依頼料の入った封筒を手に取ると、意外に厚い。封を開けないままデスクの引き出しにしまって、タバコを咥えたままソファに寝転んだ。
「今回、あんまり働かなかったから楽だったなぁ」
ふーっとタバコの煙を吐き出し、煙がくるくる回りながら天井へ流れて行くのを眺める。窓から事務所に入る日差しは日に日に強くなってきて、午後の明るい室内は暖房無しでもポカポカと暖かかった。

「春だな」

白零一の仕事が一つ片付いた。


「夢違え」（ゆめたがえ）　完







    奥付
    この作品はブログ「白嘘物語」に連載していた小説を、加筆修正したものです。

お読み頂き、誠にありがとうございました。
尚、ブログは２０１１年１２月に別のアドレスに移行しています。
新しいブログは「白嘘物語-つくもうそ物語」です。
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ブクログのパブー本棚へ入れる
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白零一の物語
「犬と旅する男」
「長足王と長耳王」
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